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　めぐろ区報8月1日号で募集した「自慢したい目黒の場所・こと・もの」
の中から一部をご紹介します。

●目黒デジタルアーカイブ100
区制施行90周年から100周年までの10年間、区の風景、伝統芸能、文化、人、音楽、映像、いきもの、思い出など
の各種データについて区民の皆さんなどにもご提供していただき、デジタルアーカイブとして公開していきます。

●区立図書館開館70周年記念事業
区立図書館でワークショップや講演会などを実施します。

●めぐろパーシモンホール開館20周年記念「未来の音ガラ・コンサート」
5年3月4日（土）に、めぐろパーシモンホールで開催します。

●めぐろ歴史資料館区制施行90周年記念展「目黒90年の面影」
区の歴史を、当時の写真や資料で紹介します。（10月10日〈祝〉まで開催中）

タテ・ヨコのヒントからマス目に合う言葉を入れ、二重ワクの６文字をA〜F順に並べて、答えを
完成させてください。答えをご応募いただいたかたから、抽選でプレゼントを差し上げます。

①�カトリック碑文谷教会の通称は○○○○教会
②�加賀百万石大名の子孫のお屋敷、旧○○○家本邸
③�中目黒駅からすぐの坂道、○⃝○⃝坂。坂上にあ
った築山の新富士は浮世絵にも描かれています
⑤�○○○を超えて目黒の昔を知ることができる、め
ぐろ歴史資料館
⑥�清水池公園は○○を楽しむこともできます
⑧�文学の殿堂、日本○○代文学館は駒場公園にあり
ます
⑪�林試の森公園の林の漢字を訓読みすると○○○
⑬�大鳥神社の酉の市で並ぶのは、熊手を売る○○○
⑮�めぐろ区報1日号人気コーナー「○○の日記」
⑯�目黒の芸術文化の発信拠点、○○○○○ホール
⑰�○○がらい世の中でも、目黒の人は人情に厚い
⑱�目黒区美術館は中学生以下は○○
⑲�竹林の奥に古民家がある○○○のお宿緑地公園
⑳�博物館○○にはたまらない、目黒寄生虫館
㉑�区の地名にもなっているお寺の正式名称は○⃝○
顕山祐天寺
㉒�病を癒す○○薬師成就院

①�落語でおなじみ、目黒に限るといわれる魚です
④来年は区議会議員選挙。○○○前投票もあります
⑦�絵や文字を組み合わせて書く夏休みの宿題の定番
優秀作品は区のホームページで紹介されることも
⑨��自由が丘発祥のスイーツ、モンブランの主役です
⑩�蟠龍寺のおしろい地蔵はお地蔵さまと自分の○○
○におしろいを塗ると美人になれるとか
⑫�ホテル雅叙園東京で、結婚式を挙げた○○○○と
新婦
⑭�○○子で過ごせる、ふれあい子育て広場
⑰�事業所、ホール、図書館、体育館などが集合した
大規模複合施設区民○○○○
⑳�西郷山公園は西郷隆盛の弟の○○○○の邸宅跡。
ジュウドウと読まれることも
㉓�秋の例祭の時期は、子どもたちの○○が目黒のま
ちを練り歩きます
㉔�小・中学生による○○○や書写などの作品を展示
する、めぐろの子どもたち展
㉕�渋谷駅から横浜駅まで、区の中央を貫いて走る東
急○○○○線�

●プレゼント

❶サクラストラップ（抽選5人）
サクラ保全事業で植え替えのた

め伐採した目黒川の桜の
幹から作った、特製のス
トラップです。目黒の桜
の風景を後世へ
伝えていくため
の寄附「目黒の
サクラ基金」の
記念品です。

❷未来の音ガラ・コンサートの
チケット（抽選5人）
めぐろパーシモンホール20

周年記念として開催されるコン
サート。注目の演奏家3人が奏
でる協奏曲をご堪能ください。
時5年3月4日（土）15：00開演
場�めぐろパーシモンホール大ホ
ール	（八雲1ー1ー1　区民キ
ャンパス内）

❸目黒観光大百科（抽選5人）
めぐろ観光まちづくり協会が

発行する公式ガイドブック。区
内の観光スポットにまつわる歴
史や逸話など
を紹介してい
ます。まち歩
きにぴったり
の1冊です。

●応募方法
区H（コード❶）、ハガキ（クイ

ズの答え、希望商品❶〜❸のい
ずれか、住所、氏名、電話を記入）
で、10月31日（必着）までに、企
画経営課（〒153-8573目黒区
役所〈住所不要〉）へ
お送りください。

※�当選者は、発送をもって発表に代え
させていただきます

タテのかぎ ヨコのかぎ

王貞治（おう　さだはる）氏　

元プロ野球選手・監督。目黒区名誉区民。選
手時代には通算本塁打８６８本の世界記録など
の記録を樹立し活躍。第1回の国民栄誉賞を受
賞。現在は福岡ソフトバンクホークス取締役
会長、日本プロ野球名球会顧問として、野球
やスポーツの振興に携わる。

童門冬二（どうもん　ふゆじ）氏　

本名・太田久行。作家。目黒区名誉区民。
目黒区役所や都庁で勤務したのち、作家活
動に専念。第43回芥川賞候補。人間管理や
組織運営を歴史と重ね合わせた数々の歴史
小説を執筆し、各界から高い評価を受ける。
90歳を超えた今も、執筆活動を続けている。
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桜満開の目黒川
春の目黒と言ったら目黒川の桜
であり、次の世代に残したい。

紅葉の目黒川
川沿いが赤く彩られる秋の
目黒川もすてき。

都内でも有数の坂のまち
目黒区で、この坂が一番
の急勾配だそうです。

ケルネル水田開拓から150年以上、今も区内唯一
の田んぼとして地域に愛され守り継がれています。

初夏の目黒川
春だけでなく、初夏の
元気な桜並木も魅力的。

ケルネル水田、かかしに見守られ

中目黒が
一番暑い日

夏の思い出
自由が丘納涼盆踊り

大鳥神社の
酉の市

碑文谷公園で
どんど焼き 都会のオアシス

中目黒の船入場

目黒にカワセミ！

かつて目黒は
タケノコの名産地

モンブランの
ルーツは自由が丘

サンマは目黒に限る!

秋季例大祭碑文谷八幡宮の宮入り

旧前田家本邸（和館）
の雪景色

目黒川の春・夏・秋

傾斜No.1、
十七が坂

船入場はアオサギだけで
なく、たくさんの鳥たち
の憩いの場です。

目黒（中目黒船入場）にカワセミが来ること自体がすて
き！しかも今は今年生まれた子どもも来ています。

すずめのお宿公園の竹林で発見。

そう思うと、さらにおいしく
感じるから不思議です。 さんま祭で並んでゲットした焼き立てです!

しめ縄や門松などを持
ち寄って焼く伝統行事
を、毎年行っています。

盛り上がるイベントが多い自由
が丘の街はすてきだと思います。

商売繁盛の熊手を買うと、威勢のいい
三本締めと火打ち石が響き渡ります。 2日にわたって、阿波踊り

とよさこいが商店街を練
り歩きます。

2時間ぐらいの渡御（とぎょ）
を終えて宮入りできた満足感。

区制施行９０周年記念事業 名誉区民からお祝いのメッセージが届きました

わがまち目黒のすきなトコ
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問企画経営課
（☎5722－9106、
F5722－6134）

　区制施行90年を記念して、「さくら咲き　心地よいまち　ずっと　
めぐろ」をテーマに、100周年や未来へ向けた事業を実施します。

旧前田家本邸（洋館）
の窓に差し込む光

どこを切り取っても素晴らしい洋館。
保存もきちんとされていて見学無料
なのが申し訳ないくらいです。

大雪が降った翌日の和館。研ぎ澄ま
された日本の美を堪能できました。
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　好きな場所として、区内の
公園の桜の写真が多く寄せられ
ました。自然や歴史を感じられる
場所が多く、区民に愛されている
ことがわかります。その他、銭
湯やおしゃれな店の情報も
ありました。

場所

　好きなことでは、地
域でのお祭りや行事な
どの写真が多く寄せら
れました。

こと

　いきものから食べ
物まで、多様な逸品
情報が寄せられま
した。

もの

　目黒とのご縁はこれからも
　�　目黒区制施行９０周年を迎えられることを大
変うれしく思います。

　私も目黒区内で居を構えて40年以上暮らして
いました。都心からも近いですし、緑豊かで静
かな環境で大変住みやすい街でした。
　目黒区は私にとって今なお思い出深い街であ
り続けています。私のお墓は目黒区にあります。
その意味ではこれからも目黒区とのご縁を永遠に

続けることに決めています。今後ますます発展しより
一層住みやすい目黒区になることを心から願っています。

よろこびをもたらす日本の目黒に
　区制90周年おめでとうございます。
　お祝いに、私がずっと大事にしているルーマニアの作家コ
ンスタンチン・ゲオルギュのメッセージをご紹介させていた
だきます。
　「たとえ世界の終末が明日であっても、私は今日もリンゴの
木を植える」。リンゴの木とは「誰かさんをよろこばせる」と
いうことです。目黒区民は90年そのことを続け、これからも
続けます。ゲオルギュの言葉通りの今の状況を、まず目黒区
から克服できると思います。その底力と誇りを全ての区民は
さらに発揮するからです。


